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『Japanese Investment Experiences in 
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■日時

2021年2月10日（水曜）9:30-11:00（日本
時間）

■開催方式

WEBセミナー（ライブ配信）Zoom

■主催・共催

ジェトロ・ロサンゼルス、コロラド州政府経
済開発・国際貿易局

■言語 ■参加費

日英同時通訳 無料

■定員

800名（先着順）※定員に達した場合の
みご連絡します。

■プログラム

歓迎挨拶：ジェトロ

講演：「コロラド州のビジネス環境紹介（
経済概要、産業セクター、事業コスト等）」

■お申し込み締め切り

2021年2月5日（金曜）17:00（日本時間）

お申し込み方法等詳細は、下記ウェブサ
イトをご覧ください。

https://www.jetro.go.jp/form5/pub/lag/col

oradoinvest2102

■お問い合わせ先

ジェトロ・ロサンゼルス事務所

E-mail：lag-info@jetro.go.jp

コロナ禍を乗り越え、「麺屋帆のる」が

ムスリム対応ラーメン”HONOLU”の輸出を開始！
「麺屋帆のる」を展開しているアセットフロンティア株式会社から、昨年秋から商品開発を進めていたムスリ
ム対応のラーメン”HONOLU”を、マレーシア・シンガポール向けに輸出を開始しましたと連絡がありました。

早速、島居社長に今回の輸出に関して、取材を申し込みましたら、

以下のようなメッセージを頂きましたので、ご紹介申し上げます。

ムスリム対応のラーメン
”HONOLU”のパッケージ

ご存知のように、「麺屋帆のる」が展開しているムスリム対応のラー
メン店は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響が出る前までは、訪
日外国人、特にムスリム観光客に大人気で、恵比寿や浅草店は大変
繁盛しており、東京都からもムスリム対応のモデル店舗として評価さ
れ、多い月で1ヶ月に5,000人以上のムスリムを集客していました。

長引く新型コロナウイルスの感染拡大の影響は、外食産業にとって
経済的なマイナスは甚大で、弊社が展開します「麺屋帆のる」におい
ても店舗営業のあり方や事業内容の見直しの必要に迫られています
。昨年の第一回目の緊急事態宣言の時から、会社を挙げて事業構造
の変革に挑戦しております。 これまでの飲食店を中心とする店舗経
営から、卸売業やEC事業の拡充に軸足を移し、大胆なスクラップ＆ビ

ルドに取り組んでいます。店舗の縮小という苦渋のスクラップ策ばかり
ではなく、新しい事業を構築する為に、新たな人材採用を含む経営資
源の大胆なシフトを行い、ビルド事業にも注力しています。

今回のムスリム対応のラーメン”HONOLU”は、このビルド事業の１

つであり、全世界で約１８億人、市場規模で３３兆円もあるハラール市
場において、日本が誇るラーメンを提供する「帆のるラーメン世界一プ
ロジェクト」の第１弾に位置付けています。

弊社の商品開発にあたり、アジアフードビジネス協会からの紹介で
ある「農林水産省補助事業の公募」に応募し、採用された事で、商品
開発やパッケージデザイン、広告宣伝等にかかる費用の1/2が補助さ
れました。

特に、公募の条件である国産原料を使った商品開発では、協会会
員企業である(有)桃太郎食品の小山会長（協会の評議員）のご尽力

により、北海道産の小麦粉を使った生麵を開発する事が出来ました。
試行錯誤の末、生麵で美味しい状態を保ちながら、賞味期限を常温
で3ヶ月から10ヶ月まで伸ばす事ができた事が、今回のアセアン諸国
への輸出への成功のポイントになりました。

又、スープについても、店で食べるラーメンに近づける為に、何度も
作り直し、社員全員で試食を繰り返し、ようやく納得できる鶏白湯スー
プが出来ました。ラーメンのパッケージには「濃厚な旨味の鶏白湯ス
ープに、コシのある生麵が良く合うラーメンです」と、敢えて日本語で
書き、“Made in Japan”である事のメッセージを入れました。又、これま
でのラーメン店舗での評価（HALAL NAVI No.1）された実績も分かり
易く伝わるパッケージになっています。（写真をご参照下さい）

お好みに合わせたトッピングを
提案しているポスターも作成




